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奄美・琉球世界自然遺産推薦書及び管理計画の検討体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理計画作成 

推薦書作成 

科学的助言 

助言依頼 

連携 

ワーキンググループ 

地域連絡会議 

メンバーは関係行政機関、地元関係機関、地元関係団体等。 

今後設置予定 

意見・調整結果 

参加・意見照会 

 

奄美ワーキンググループ 

 

第１回会議 

11 月８日 

琉球ワーキングループ 

 

年内に第１回会議 

開催予定 

関係行政機関（         ）             
環境省・林野庁 

鹿児島県・沖縄県等 

 

■科学委員会の役割 

「奄美・琉球」地域の世界自然遺産としての価値の証明や、自然環境の適正な保

全管理についての科学的助言を行う。 

 

■奄美・琉球ワーキンググループの設置及び役割 

遺産地域の保全管理に係る管理計画等への科学的助言を行うには、地域単位で

詳細な議論を行う必要があるため、候補地科学委員会の下に、奄美ワーキンググ

ループと琉球ワーキンググループを設置する。 

 

■地域連絡会議の役割 

 今後新たに設置予定。科学委員会と連携しつつ候補地の適正な管理のあり方

の検討や関係機関の連絡・調整を行うことを目的として設置するもの。 

 

設置・連携 

■推薦書の検討・作成 

・世界自然遺産としての価値の証明 

・世界遺産推薦区域の検討 

・推薦地の説明等 

 

■管理計画の検討・作成 

・遺産価値の保護管理上必要となる範囲と管理目標・方針 

・遺産価値の保護担保のための個別課題の抽出及び対策 

・各種個別事業の実施方法・留意事項等 

 


